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Abstract

DistributionofwaterplantswassurvevedintheStreamltachigawal5spec1esof

,vascularplantsand2speclesofmosseswereconnrmedinthissurvev・Intheupper

streamonlymosseswerefound，Inthemiddlestreammanyspecleswerefound・II1

thelowerstreamonlvafewspecleswerefound、Itseemstobeapproprlatethatthe

distributionpatternisalfectedbythestabilityoftheriverbed

1．調査期日と調査地点

現地調査は，1986年，各分野共通の4月16

日，8月1日，10月14日の3回行った。調査

地点は，共通定点10カ所の内，St,9を除き，

新たに4地点を追加し，計13地点とした。追

加した地点は,St､4の清流橋どんどこ上,St､4′

(いたち川橋)，St､5の大泉橋，St､5'(雪見橋）

である。

2．調査の方法

l地点についてl方形区を設けた。方形区

は,その地点の代表的な河床植生を取り込み，

川幅(流れ幅)を1辺とし，水生植物の被度・

群度を測定した。ともにBraun-Blanquet

(1964）の全推定法を用いた。

3．結果と考察

i・確認した水生植物

次のとおり維管束植物15種,コケ植物2種，

計17種を確認した。これを生活型からみると，

沈水型が12種，挺水型5種である。

*富山市科学文化センター研究業績第58号

Spargamaceaeミクリ科

馳z増zz"z"柳s/0/0"舵池沈Hamilt・

ミクリ（沈）

Potamogetonaceaeヒルムシロ科

励Ztz汎QgE加邦c施幼zfsL，

エビモ（沈）

ん、加Qgどわれ“”〃α7祝sPoir、

ヒメヒルムシロ（沈）

ん”加09"0〃ox)抄hy""sMiq・

ヤナギモ（沈）

Hydrocharitaceaeトチカガミ科

Eどどγ加叱恋α(Planch.)Casp・

オオカナダモ（沈）

E/0火α邦況加/〃(Planch)St､John

コカナダモ（沈）

Gramineaeイネ科

A/”“"γzｲsα”Z化z姑Sobol，

スズメノテッポウ（沈）

G"“'”“"r胡0”Torr・

ムツオレグサ（沈）

Fｿ加zg加z彫s“加加況如jsTrin．
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ヨシ（挺）

Polygonaceaeタデ科

励姥0"”加妙"〃椀""加L

オオイヌタデ（挺）

ん蛇0〃加加＃ん""69酒〃SiehetZucc

ミゾソバ（挺）

Ranunculaceaeキンポウケ科

Ra"""c〃zｲs池”0"jc"s(Makino)NakaZ

var〃”0γHara

バイカモ（沈）

Cruciferaeアブラナ科

Mzst"γ"""zq＃c"α/gR・Br．

オランダガラシ（挺）

Umbelliferaeセリ科

Oe"α"肋g””"j“(Blume)DC

セリ（挺）

Compos1taeキク科

B"g"sかり”0sαL

アメリカセンダングサ（挺）

Amblysteglaceaeヤナギゴケ科

f過gうりﾉ”""加叱〃、“""z(Wils.)Ioeske

ウスキシメリゴケ（沈）

Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科

Ez"力y"cﾉ""加”αγjo”9s(Hedw.)Jennlngs

表’いたち川植生表

表中左：1986.4.l6Ll1：1986.8.1右：1986.10.14
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アオハイゴケ（沈）

注：（沈）および（挺）は生活型を示す。

る。しかし，被度および群度は，中流部が極

めて高いが下流部にいくにしたがって低くな

り，神通川合流点付近では，ほとんど見られ

なくなる。

上流部は，全体に流速が速く，底質がコン

クリートあるいは磯であるため，バイカモ

などの水生植物の活着がほとんど見られず，

ウスキシメリゴケなどのコケ植物が見られ

る。また，上流部は農業用水としての‘性質が

強く，季節的な流量変化が大きい。このため，

河床の安定度が悪く，水生植物の定着が少な

ii・水生植物の分布

これらの分布状況は，いたち川植生表（表

l）および図1のとおりである。上流部（St

l-3）は，主にコケ植物で，中流部（St､4'-5'1

は，バイカモを中心として，ミクリ，スズメ

ノテッポウ，ムツオレグサ，オランダガラシ，

セリなどの清水指標'性の植物が見られる。ま

た，中流部から下流部にかけてエビモ，コカ

ナダモ，ヤナギモが広範囲にわたって出現す くなっているものと考えられる。

匝画

5：被度が方形区の75％以上占めている‐

4：被度が方形区の50～75％占めている

3：被度が方形区の25～50％占めている”

2：被度が方形区の10～25％占めている”

l：被度が方形区の10％以下占めている_

＋：被度がきわめて小さい。

匪図

5：密もうせん状に生育している。

4；疎もうせん状に生育している。

3：団塊状に生育している。

2：小群状に生育している。

l：孤立状に生育している。

(被度2，群度3の場合．2．3として表わす）

･’肢泉砺の8月1日の柚生が乏しいのは、河

lll工一事による。

･2いたち川価と大泉価の10月14日の水深・流

速・械生が，変化したのは8月下旬に行わ

れた江ざらいによる。

l()月14日、いたち川全体の透視度が低下し

たのは，l()ﾉ111日，12卜|の5豪叩による。
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物も含めた水生植物の種類および量は，この

範囲で最も多くなり，夏期には，江ざらいと

呼ばれる除草作業が行われているほどであ

る。St､4から，St､5，にかけてBOD，CODは，

除々に大きくなり，いたち川は排水用として

の性格を帯びてきており，St5，では清水性の

バイカモの成育が，悪いようである。

下流部のSt､6以降いたち川は，排水用河化

となる。St8以降BOD，CODはいずれも急

増し，濁度も高くなる。水深は深くなり流速

が小さくなるため，流れは淀みがちで砂質の

底質はヘドロ化している。水生植物は，川底

が小隆起した比較的固形度の高いところにわ

ずかに着生している。

これら水生植物の生育状況を，湧水混合河

川としていたち川と類似している黒部川扇状

地（長井,1973)のものと比較してみると，水

生植物の種類や量，あるいは上流から下流に

かけての分布状況が比較的共通している。

中流部は上流部に比べ，川幅が広く，流速

が小さくなり，底質は固形度の高い砂喋質と

なるため，河床安定度は高い。また，St,5付

近では，河床から湧水が出ているところがあ

り，側壁に接した推積土にセリ，オランダガ

ラシなどが成育している。このため，挺水植

4．参考文献
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図Iいたち川の水生植物分布
（データは8月｜日のもの）
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